
巨
人
軍
の
創
設
と
プ
ロ
野
球
報
道
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
－
読
売
新
聞
と
東
京
朝
日
新
聞
と
の
比
較
1

ヂ

良
　
　
　
富

（39）　巨人軍の創設とプロ野球報道に関する一考察

は
じ
め
に

　
日
本
の
新
聞
事
業
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
り
に
お
い
て
は
、

世
界
に
類
が
な
い
ほ
ど
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
他
の
国
の

新
聞
事
業
者
が
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
み
に
と
ど
ま
る
の
は
一
般
的
で

あ
る
が
、
日
本
の
新
聞
事
業
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
み
な
ら
ず
、

主
催
者
な
い
し
後
援
者
と
い
う
立
場
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
直
接
に
仕
掛
け
た
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
創
設
と

経
営
に
乗
り
出
し
た
り
す
る
。
こ
れ
は
日
本
の
新
聞
事
業
者
の
最

も
重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
新
聞
部
数
の
拡
張
（
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
ニ
ュ
ー
ス
製
造
と
ニ
ュ

ー
ス
．
ソ
ー
ス
の
独
占
と
い
う
意
味
合
い
）
を
目
的
と
し
た
新
聞

社
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
参
画
、
経
営
は
、
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
、
発
達
を
促
す
動
力
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
も

の
の
、
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
発
展
を
妨
害
す
る
要
因
と
も
な
り
、

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
体
質
の
形
成
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
頂
点
に
あ
る
プ
ロ
野
球
に
お

い
て
顕
著
で
あ
る
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
球
団
の
ほ
と
ん
ど
は
、
野

球
の
技
を
人
々
に
楽
し
ま
せ
る
興
行
事
業
体
と
し
て
存
在
す
る
こ

と
よ
り
、
む
し
ろ
親
会
社
の
経
営
拡
張
の
広
告
塔
の
役
割
を
果
た

す
性
樒
の
方
が
強
い
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
の
プ
ロ

野
球
は
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
の
よ
う
に
一
つ
の
興
行
業
種
と
し

て
、
決
し
て
成
り
立
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ャ
i
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
わ
か
り
切
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
、
科
学
的
、
実
証
的
な
究
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
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筆
者
は
、
本
格
的
な
プ
ロ
野
球
球
団
と
し
て
、
巨
人
軍
の
創
設
さ

れ
た
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
さ
ら
に
、
戦
前
に
お
け
る
プ
ロ
野
球
を

含
め
た
野
球
報
道
の
実
態
か
ら
、
読
売
新
聞
と
東
京
朝
日
新
聞

（
以
下
「
読
売
」
と
「
東
京
朝
日
」
と
略
す
）
と
の
比
較
を
通
し
、

プ
ロ
野
球
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考

察
、
検
証
し
た
い
。

　
　
　
一
　
新
聞
社
主
催
の
野
球
イ
ベ
ン
ト

　
ー
、
新
聞
社
と
野
球
狂
時
代

　
一
八
七
三
年
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
野
球
と
い
う
ゲ
ー
ム
は

一
九
一
〇
年
代
に
学
生
の
間
で
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
た
。
一

高
時
代
、
早
慶
時
代
を
経
て
、
早
慶
明
三
大
学
学
生
リ
ー
グ
が
生

ま
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
野
球
が
中
学
生
に
ま
で
浸
透
し
、

地
方
的
な
中
学
生
野
球
試
合
が
散
発
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
更
に
新
聞
社
の
参
画
に
よ
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
自
然

発
生
し
た
感
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
㌧
イ
ベ
ン
ト
は
マ
ス
メ
デ
イ
ア
・

イ
ベ
ン
ト
ヘ
と
一
変
し
た
。

　
大
阪
朝
日
新
聞
は
、
一
九
一
四
年
、
豊
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
国

中
等
野
球
優
勝
大
会
（
後
の
甲
子
園
高
校
野
球
）
を
催
し
始
め
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
等
教
育
拡
充
政
策
の
波
に
乗
っ
て
、
支
持
基
盤

を
全
国
的
に
拡
大
し
、
学
校
を
基
礎
に
し
た
野
球
部
の
結
成
を
促

レ
赴
。
朝
日
新
聞
は
、
紙
面
を
通
し
て
、
愛
校
心
、
愛
郷
心
を
高

唱
し
、
中
等
野
球
界
に
お
け
る
権
威
的
地
位
を
確
立
し
た
。
一
流

紙
に
書
か
れ
た
我
が
故
郷
、
母
校
、
子
弟
の
記
事
を
欲
し
が
り
、

人
々
は
熱
心
に
朝
日
新
聞
を
買
い
求
め
た
。
特
に
同
紙
通
信
部
が

取
り
仕
切
る
地
方
予
選
に
参
加
し
た
学
校
の
急
増
に
つ
れ
、
．
朝
日

新
聞
は
、
部
数
を
大
き
く
伸
ば
し
た
。
夏
の
甲
子
園
中
等
野
球
が

行
わ
れ
る
期
間
中
、
二
割
五
分
か
ら
三
割
ぐ
ら
い
の
増
紙
が
達
成

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

さ
れ
る
と
報
遣
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
記
念
広
告
を
獲
得
す
る
た
め
に
様
々
な
手
段
を
用
い
た
。

例
え
ぱ
、
一
九
二
九
年
八
月
、
地
方
代
表
校
二
十
二
校
に
（
一
校

あ
た
り
百
四
十
円
の
広
告
料
）
校
章
、
校
歌
を
二
十
二
商
品
と
組

み
合
わ
せ
て
、
連
合
広
告
へ
の
掲
載
を
強
要
し
た
。
そ
れ
に
難
色

を
示
し
た
学
校
に
対
し
、
出
場
校
の
監
督
機
関
だ
っ
た
各
府
県
の

学
務
課
に
打
電
し
、
学
務
課
か
ら
圧
力
を
か
け
よ
う
と
す
る
よ
う

な
不
祥
事
が
発
生
し
た
。
こ
と
が
発
覚
す
る
と
、
慌
て
て
操
み
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
に
乗
り
出
し
、
関
係
者
を
処
分
し
た
。

　
「
中
等
学
校
野
球
の
た
め
に
、
あ
の
新
聞
が
、
商
売
上
に
ど
れ

ほ
ど
利
益
し
て
い
る
か
を
思
え
ぱ
、
差
し
引
き
し
て
た
っ
ぷ
り
と

お
つ
り
を
出
す
の
が
当
た
り
前
だ
。
そ
の
野
球
へ
の
御
恩
を
考
え
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た
ら
、
も
っ
と
御
恩
報
じ
に
乗
り
出
し
て
も
い
い
と
い
う
理
由
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

充
分
に
あ
る
」
と
批
判
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
大
阪
毎
日
新
聞
（
東
京
日
々
）
も
春
の
全
国
中
等
選

抜
野
球
大
会
、
都
市
対
抗
野
球
大
会
を
主
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
臼
本
独
自
の
軟
式
野
球
が
、
少
年
野
球
の
急
速
な
普
及
に

拍
車
を
か
け
た
。
さ
ら
に
大
正
末
期
に
で
き
た
東
京
六
大
学
リ
ー

グ
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
野
球
囲
介
を
リ
ー
ド
し
、
絶
大
な
人
気
を
集
め
た
。
東
京
大
学
の

学
生
生
活
に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
彼
ら
の
好
む
ス
ポ
ー
ツ

活
動
は
、
一
九
二
九
年
の
テ
ニ
ス
、
散
歩
、
野
球
、
水
泳
、
サ
ツ

カ
ー
と
い
う
順
か
ら
一
九
三
四
年
の
野
球
、
テ
ニ
ス
、
水
泳
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

キ
ー
と
い
う
順
へ
急
変
し
た
。

　
野
球
フ
ァ
ン
も
学
生
中
心
か
ら
一
般
人
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
東
大
対
早
大
の
試
合
の

観
戦
者
を
対
象
と
し
た
東
京
市
統
計
課
の
調
査
で
は
、
学
生
の
比

率
二
四
．
九
八
％
に
対
し
、
商
人
、
店
員
の
合
計
の
比
率
は
二

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

五
．
三
九
％
に
達
し
た
。
以
上
の
統
計
は
、
野
球
が
一
般
化
し
て

い
る
事
実
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
更
に
、
一
九
三
〇
年
に
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
実
況
放
送
に
よ
る

「
聴
く
野
球
」
と
い
う
新
し
い
楽
し
み
方
の
誕
生
に
よ
り
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ゆ
る
「
野
球
狂
時
代
」
が
到
来
す
る
の
で
あ
る
。
空
前
の
大
恐
慌

に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
三
〇
年
夏
の
ス
ポ
ー
ツ

用
品
が
前
年
度
よ
り
三
、
四
割
増
の
売
れ
行
き
を
見
せ
た
。
そ
の

中
で
も
、
野
球
用
具
が
十
割
以
上
の
売
り
上
げ
と
な
り
、
品
切
れ

　
　
　
　
　
（
9
）

の
状
態
と
な
っ
次
。
人
々
は
野
球
遊
び
の
場
所
を
求
め
、
東
京
市

内
の
大
公
園
は
も
と
よ
り
、
五
十
二
個
所
の
小
公
園
に
ま
で
侵
入

し
、
早
朝
四
時
半
か
ら
試
合
を
始
め
る
人
さ
え
現
れ
た
。
窓
ガ
ラ

ス
が
割
ら
れ
た
り
、
仕
事
が
妨
害
さ
れ
た
り
、
被
害
苦
情
が
公
園

周
辺
の
住
民
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
東
京
市
公
園
課
は
、
遂
に

公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
ぴ
禁
止
を
命
じ
、
警
視
庁
の
取
締
を
要
請
す

　
　
　
　
　
（
m
）

る
ま
で
に
な
づ
た
。
こ
の
野
球
熱
狂
時
代
の
象
徴
と
童
言
え
る
の

が
読
売
主
催
の
日
米
野
球
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
2
、
読
売
主
催
の
第
一
回
日
米
野
球

　
一
九
二
四
年
、
虎
ノ
門
事
件
で
内
務
省
警
務
部
長
を
懲
戒
免
職

　
　
　
　
　
　
（
u
）

さ
れ
た
正
力
松
太
郎
は
、
後
藤
新
平
の
十
万
円
の
融
資
を
も
と
に
、

関
東
大
震
災
に
よ
る
経
営
危
機
に
陥
っ
た
読
売
を
買
収
し
、
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

経
営
に
乗
り
出
し
、
政
界
復
帰
を
謀
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
当
時
の

動
機
に
つ
い
て
、
彼
は
、
赤
裸
々
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
別
に
新
聞
に
よ
っ
て
世
の
中
を
覚
醒
し
、
理
想
を
実
現
し
た

い
な
ど
と
い
う
考
え
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
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間
が
金
の
力
か
、
論
の
力
か
、
筆
の
力
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
は
思
っ
て
い
た
」
。

　
つ
ま
り
、
社
会
の
木
鐸
と
し
て
の
新
聞
と
い
う
認
識
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
中
に
ま
だ
一
般
的
だ
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
新
聞
に

対
す
る
こ
の
正
力
の
考
え
方
は
巽
色
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

彼
が
新
聞
の
歴
史
性
か
ら
断
絶
し
た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
か
ら

　
（
M
）

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
長
年
の
警
察
生
活
は
、
彼
に
大
衆
心
理
に
関

す
る
敏
感
な
嗅
覚
を
養
わ
せ
た
。
彼
は
、
大
衆
の
利
害
と
好
み
を

逸
早
く
キ
ャ
ツ
チ
で
き
る
能
力
を
持
う
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大
衆

迎
合
主
義
的
な
正
力
式
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
に
如
何
な
く
発

揮
さ
れ
た
。

　
匿
名
作
者
B
・
E
・
R
は
、
「
読
売
新
聞
は
ま
だ
伸
び
る
か
」

と
い
う
論
評
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
読
売
が
そ
の
黄
色
紙
的
立
場
を
発
揮
し
た
の
は
、
政
治
面
や

経
済
面
で
は
な
く
、
実
に
娯
楽
的
方
面
で
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
版
の

創
設
、
日
曜
タ
刊
の
発
行
、
碁
将
棋
面
の
拡
大
、
ス
ポ
ー
ツ
面
、

グ
ラ
フ
面
の
創
設
に
こ
れ
を
見
る
。
あ
る
い
は
八
頁
タ
刊
に
先
鞭

を
つ
け
て
特
に
娯
楽
面
、
便
利
面
な
ど
に
主
力
を
注
い
だ
点
に
こ

れ
を
見
る
」
、
「
要
す
る
に
他
の
新
聞
の
能
く
為
し
得
な
か
っ
た
程

度
に
思
い
き
っ
た
セ
ン
セ
ー
シ
目
ナ
リ
ズ
ム
と
、
合
法
の
局
限
ま

で
行
づ
て
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
の
交
錯
に
よ
っ
て
非
知
識
階
級
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
崎
）

を
即
ち
熊
公
八
公
連
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
」
。

正
力
は
、
国
技
館
納
涼
博
覧
会
や
本
因
坊
と
雁
金
八
段
の
対
局

や
二
回
に
わ
た
る
日
本
名
宝
展
な
ど
の
話
題
性
と
面
白
さ
を
も
っ

て
、
大
衆
の
好
奇
心
を
そ
そ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
紙
面
を
通
し
、
あ

お
り
立
て
、
大
衆
の
関
心
を
呼
ぴ
寄
せ
て
、
読
売
の
部
数
増
大
に

努
め
た
。
日
米
野
球
は
ま
さ
に
新
聞
拡
販
の
た
め
に
行
っ
た
ビ
ツ

グ
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
九
年
秋
、
正
力
は
、
誘
致
資
金
の
高
額
さ
ゆ
え
に
、
毎

日
、
報
知
な
ど
の
大
手
新
聞
社
で
さ
え
足
を
踏
み
と
ど
め
て
い
た

べ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
招
聰
計
画
を
引
き
受
け
た
。
彼
は
、
運
動
部
を

つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
版
を
創
設
し
、
ス
ポ
ー
ツ
報
道
に
力
を
入
れ

始
め
た
。
当
時
、
読
売
の
社
勢
は
年
間
広
告
の
掲
載
段
数
か
ら
言

う
と
、
二
十
八
万
段
で
、
全
国
主
要
新
聞
の
う
ち
、
第
八
位
に
あ

　
（
帖
）っ
た
。
一
九
三
一
年
十
月
末
、
正
力
は
、
「
読
売
新
聞
の
宣
伝
」

と
交
換
に
、
「
儲
け
が
出
れ
ば
、
そ
っ
く
り
あ
な
た
に
差
し
上
げ

る
」
と
い
う
条
件
で
、
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
興
行
師
ハ
ン
タ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

契
約
し
、
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
を
日
本
に
呼
ん
で
き
た
。
ア
メ
リ

カ
選
抜
チ
ー
ム
は
、
東
京
六
大
学
野
球
チ
ー
ム
な
ど
と
十
七
試
合

を
行
い
、
十
七
戦
十
七
勝
の
成
績
を
残
し
、
日
本
を
あ
と
に
し
た
。
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表1第一回日米野球への新聞報道状況

新聞

時期

1O月

11月

司冗　フo

記事写真

68　129

132　106

東朝
言己事写真

6　　3

21　　8

東　日

記事写真

4　　5

14　　8

報知
記事写真

2　　4

14　11

時事
記事写真

2　　4

14　　6

記事写真

4　　0

16　　6

国　民

記事写真

4　　3

23　　4

説明1記事の単位は本、写真は顔写真を含めた枚数の合計．アメリカ選抜チームは，

　　　1931年10月30日に来日，11月7日から試合を開始した．

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
読
売
主
催
の

第
一
回
日
米
野
球
で
あ
っ
た
。

べ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
は
来
日
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
ゲ
ー
リ
ッ
グ

な
ど
の
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
の

一
流
選
手
を
擁
し
た
選
抜
チ
ー

ム
に
よ
る
興
行
は
読
売
に
大
き

な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
米
の
野
球
交

流
は
ア
マ
チ
ュ
ア
が
中
心
で
あ

っ
た
。
そ
の
当
時
、
日
本
の
野

球
試
合
は
国
内
の
対
抗
競
技
を

目
的
と
し
た
時
代
に
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
大
リ
ー
ガ
ー
の
来
日

は
、
憧
れ
て
い
た
野
球
の
本
場

の
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
ガ
ー
た
ち

を
身
近
に
見
ら
れ
る
喜
ぴ
、
さ

ら
に
、
大
リ
ー
ガ
ー
た
ち
に
挑

み
、
ア
メ
リ
カ
野
球
を
追
い
か

け
、
日
本
の
野
球
の
力
を
試
そ

う
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
た
。
人
々

は
、
こ
の
「
世
界
最
強
を
誇
る
米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
十
六
チ
ー

ム
中
の
最
優
秀
、
最
精
鋭
を
完
全
に
網
羅
し
た
世
界
野
球
史
上
、

ま
だ
か
つ
て
例
を
見
ざ
る
最
強
チ
ー
ム
」
に
魅
了
さ
れ
、
熱
狂

（
㎎
）

し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
代
表
団
の
リ
ー
ブ
団
長
が
「
東
京
駅
で
の

歓
迎
ぶ
り
に
た
だ
驚
く
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
西
洋
横
断
飛
行
に

成
功
し
た
ニ
ュ
ー
冒
－
ク
入
り
を
し
た
時
の
リ
ン
ド
バ
ー
グ
大
佐

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

が
受
け
た
も
の
と
も
比
較
さ
れ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

村
色
が
強
か
っ
た
長
野
県
で
さ
え
、
松
本
県
営
球
場
で
、
試
合
を

行
う
際
、
人
々
は
、
未
明
か
ら
詰
め
掛
け
、
露
営
し
て
、
同
球
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

開
場
以
来
の
記
録
的
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
、
新
聞
拡
販
の
た
め
に
、
「
日
米
親
善
」

の
名
を
借
り
、
大
学
生
選
手
を
興
行
道
具
化
す
る
読
売
の
行
動
に

対
し
、
一
部
の
新
聞
の
間
に
批
判
が
あ
が
っ
た
。
国
民
新
聞
は
、

一
九
三
一
年
十
旦
二
、
八
、
十
日
と
、
三
臼
間
に
わ
た
り
、
運
動

記
者
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
た
同
紙
運
動
部
顧
間
で
あ
る
太
田
四

州
の
ス
ポ
ー
ツ
随
筆
を
三
本
掲
載
し
、
野
球
浄
化
に
つ
い
て
論
じ

た
。
彼
は
、
人
気
投
票
に
よ
る
全
日
本
チ
ー
ム
の
選
出
と
い
う
こ

と
を
と
り
あ
げ
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
冒
漬
も
甚
だ
し
と
い
う

反
感
を
惹
起
し
、
野
球
の
興
行
化
に
一
段
の
堕
落
を
与
え
た
」
と
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（
別
）

厳
し
く
批
判
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
報
知
新
聞
も
、
戦
争
兵
士
の

た
め
の
慰
安
金
を
募
金
す
る
人
の
場
合
に
は
、
「
街
道
で
一
日
メ

ガ
ホ
ン
に
声
を
か
ら
し
て
」
も
、
集
め
た
金
が
僅
か
十
四
、
五
円

だ
っ
た
こ
と
に
比
べ
て
、
東
京
六
大
掌
野
球
「
リ
ー
グ
戦
当
局
あ

る
い
は
新
聞
社
」
は
、
二
日
に
四
五
万
円
の
大
金
を
集
め
」
ら

れ
る
こ
と
に
憤
激
し
、
「
酷
寒
の
地
に
苦
戦
す
る
吾
が
勇
士
の
労

を
慰
問
す
る
た
め
に
、
献
金
せ
よ
」
と
迫
る
と
い
う
読
者
投
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

「
慰
問
金
と
野
球
」
を
掲
載
し
た
。

　
し
か
し
、
多
く
の
新
聞
が
、
無
批
判
の
ま
ま
に
、
日
米
野
球
に

つ
い
て
、
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
表
ー
が
示
す
よ
う

に
、
東
京
朝
日
は
、
か
な
り
積
極
的
で
あ
っ
た
。
日
米
野
球
の
開

催
に
関
し
、
一
九
＝
二
年
春
、
外
務
省
の
要
望
に
よ
り
、
東
京
は

読
売
、
大
阪
は
毎
日
が
主
催
と
決
定
し
、
一
旦
成
立
し
た
が
、
そ

の
後
、
毎
日
新
聞
は
、
読
売
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
に
反
発
し
、

辞
退
し
た
。
事
態
を
危
う
く
感
じ
た
正
力
は
、
当
時
の
阪
急
電
鉄

会
長
小
林
二
二
に
支
援
を
求
め
た
。
小
林
は
大
阪
朝
日
を
推
薦
し

た
。
大
阪
朝
日
も
乗
り
気
だ
っ
た
が
、
ハ
ン
タ
ー
が
自
分
と
毎
日

の
友
情
関
係
を
配
慮
し
、
反
対
し
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
結
局
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

読
売
は
大
阪
で
の
主
催
権
を
阪
神
電
鉄
に
譲
っ
た
。
東
京
朝
日
は
、

一
九
三
一
年
五
月
二
十
日
付
で
、
日
本
郵
船
社
員
各
務
良
幸
の
話

を
引
用
し
、
「
べ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
来
日
」
と
い
う
誤
報
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
特
電
と
い
う
形
で
報
じ
た
。
同
紙
は
、
日
米
野
球
に
関
す

る
記
事
を
多
く
掲
載
し
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
橋
、
銀
座
、
新
宿

の
三
越
の
楼
上
で
、
速
報
台
を
設
置
し
、
日
米
野
球
の
全
試
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

速
報
体
制
を
と
っ
て
い
た
。

　
新
聞
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も
、
こ
の
イ

ペ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
読
売
の
知
名
度
が
一
気
に
高
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
戦
争
報
道
体
制
に
備
え
る
た
め
に
、
読
売
は
、
日
米
野

球
の
人
気
の
勢
い
を
借
り
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
夕
刊
を

発
行
し
、
併
読
紙
か
ら
主
読
紙
へ
転
換
し
始
め
た
。
そ
れ
に
読
売

は
「
日
米
野
球
戦
優
先
予
約
券
」
を
作
成
し
、
「
フ
ァ
ン
ヘ
の
勧

誘
に
百
発
百
中
」
、
一
時
に
六
万
の
読
者
を
増
や
し
た
と
言
わ
れ

　
（
2
5
）

て
い
る
。

　
　
　
二
　
巨
人
軍
の
誕
生

　
1
、
大
日
本
東
京
野
球
倶
楽
部
の
設
立

　
一
九
三
二
年
三
月
、
学
生
野
球
選
手
の
学
業
怠
慢
や
東
京
六
大

学
野
球
リ
ー
グ
の
興
行
化
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
深
刻
に
受
け
止

め
た
文
部
省
は
、
遂
に
『
野
球
統
制
令
』
を
発
布
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
学
生
選
手
の
個
人
的
な
金
銭
の
受
授
や
、
校
長
の
許
可
な
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（
蝸
）

し
に
社
会
人
野
球
と
交
流
す
る
こ
と
が
厳
禁
さ
れ
た
。

　
一
九
三
四
年
初
め
、
読
売
は
「
全
国
読
売
化
運
動
」
と
い
う
名

の
も
と
で
、
「
読
売
愛
読
会
」
と
い
う
組
織
を
駆
使
し
、
マ
ル
チ

商
養
遂
行
す
る
た
め
の
壷
と
し
て
、
第
二
回
日
米
野
球
を
計

画
し
た
。
『
野
球
統
制
令
』
の
制
限
で
、
一
回
目
の
よ
う
に
大
学

生
選
手
を
動
員
で
き
な
く
な
づ
た
。
そ
こ
で
、
正
力
は
、
同
紙
運

動
部
長
市
岡
忠
男
、
鈴
木
惣
太
郎
ら
野
球
人
の
プ
ロ
球
団
の
設
立

の
提
案
を
受
け
、
六
月
九
日
に
、
創
立
委
員
会
を
開
き
、
球
団
設

立
の
具
体
化
を
進
め
た
。
正
力
は
、
紙
面
を
尽
く
し
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
祭
り
あ
げ
る
と
同
時
に
、
販
売
部
員
に
「
百
万
増
紙
計

画
」
を
、
広
告
部
員
に
「
記
念
広
告
百
頁
獲
得
」
を
、
と
激
を
飛

　
　
（
2
8
）

ば
し
た
。
べ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
を
招
待
し
た
今
回
の
日
米
野
球
は
、

再
ぴ
日
本
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
大
キ
ャ
ン
ペ
i
ン
活
動
へ
巻
き

込
ん
で
い
う
た
。
十
一
月
の
一
カ
月
問
、
日
米
野
球
に
関
し
て
、

東
京
朝
日
の
報
道
は
、
記
事
三
十
二
本
、
写
真
十
二
枚
で
、
読
売

（
記
事
百
三
十
二
本
、
写
真
百
六
十
二
枚
）
に
次
ぐ
も
の
で
あ

＾
鴉
）
っ
た
。
入
場
券
を
餌
に
新
聞
購
読
の
勧
誘
を
行
っ
た
結
果
、
読
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

が
一
時
に
六
万
部
以
上
の
新
規
読
者
を
獲
得
し
た
と
言
わ
れ
た
。

ま
た
、
読
売
は
増
紙
と
増
行
を
理
由
に
一
年
で
四
回
ほ
ど
、
広
告

　
　
　
　
　
　
　
（
訓
）

料
値
上
げ
を
実
施
し
た
。
一
九
三
四
年
の
読
売
の
年
間
広
告
掲
載

量
は
一
九
三
三
年
の
第
四
位
か
ら
東
京
日
々
［
三
八
八
○
O
段
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駆
）

に
次
ぐ
第
二
位
［
三
八
七
六
〇
段
］
に
ま
で
躍
進
し
た
。
そ
し
て

読
売
の
知
名
度
が
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
た
。
一
説
に
よ
る
と
、
同
紙

は
、
一
九
三
五
年
四
月
に
東
京
三
大
新
聞
の
一
つ
と
な
り
、
市
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
睨
）

購
読
部
数
は
は
じ
め
て
一
位
と
な
っ
た
。

　
第
二
回
ア
メ
リ
カ
選
抜
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ

た
全
日
本
チ
ー
ム
は
、
一
九
三
四
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、
大
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
）

本
東
京
野
球
倶
楽
部
と
い
う
会
社
名
で
、
産
声
を
あ
げ
た
。

　
一
方
、
東
京
朝
日
は
、
既
に
六
月
二
十
九
日
に
、
「
職
業
野
球

団
誕
生
近
し
」
と
い
う
見
出
し
で
、
同
球
団
の
創
設
の
動
き
を
報

じ
、
「
従
来
の
欠
陥
を
捨
て
た
新
組
織
及
び
新
方
針
に
よ
る
職
業

野
球
団
は
遅
く
と
も
九
月
初
旬
ま
で
に
は
正
式
発
表
を
見
ら
れ
る

は
ず
で
あ
る
」
と
予
告
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
二
十
七
日
付
で
、

大
日
本
東
京
野
球
倶
楽
部
設
立
の
正
式
発
表
を
詳
し
く
報
道
し
た
。

さ
ら
に
、
「
野
球
界
の
一
転
機
／
多
彩
な
一
年
を
顧
る
」
と
い
う

年
末
野
球
評
論
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
職
業
野

球
団
の
創
設
に
よ
り
、
「
学
生
野
球
を
真
の
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

の
上
に
取
り
戻
し
、
そ
の
分
野
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
と
学
生
野
球

に
は
飽
き
足
ら
ず
、
更
に
一
段
と
進
歩
せ
る
野
球
技
に
接
せ
ん
が

た
め
に
は
、
職
業
野
球
の
健
全
な
る
発
達
は
一
石
二
鳥
の
効
累
を
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収
め
る
も
の
と
し
て
歓
迎
し
て
差
し
支
え
な
い
」
（
『
東
京
朝
日
』

一
九
三
四
年
十
二
月
二
十
八
日
付
）
。

　
2
、
巨
人
軍
の
ア
メ
リ
カ
遠
征
に
お
け
る
読
売
と
東
京
朝
日
の

　
　
　
報
遣

　
一
九
三
五
年
二
月
十
四
日
、
大
日
本
東
京
野
球
団
一
行
二
十
人

は
、
横
浜
発
の
郵
船
秩
父
丸
に
乗
り
、
第
一
回
ア
メ
リ
カ
遠
征
の

　
　
　
（
鍋
）

途
に
立
っ
た
。
同
球
団
は
、
こ
の
遠
征
の
途
中
で
人
気
を
も
り
あ

げ
る
た
め
に
、
当
時
の
球
団
の
顧
問
を
務
め
る
フ
ラ
ン
ク
．
オ
ド

ー
ル
（
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
選
手
）
の
勧
め
に
よ

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
i
ク
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
名
前
に
因
ん
で
、

「
↓
o
耳
o
・
9
彗
a
」
を
名
乗
り
あ
げ
た
（
和
文
に
訳
す
と
、
東

京
巨
人
と
な
り
、
戦
前
の
場
合
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

「
何
々
軍
」
と
呼
ぷ
の
は
一
般
的
で
あ
一
っ
た
。
今
日
の
巨
人
の
登

録
商
号
も
「
東
京
読
売
巨
人
軍
」
と
い
う
）
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

巨
人
軍
と
い
う
名
前
の
由
来
で
あ
る
。
興
行
日
程
を
打
ち
合
わ
せ

る
た
め
に
、
先
に
出
発
し
た
ピ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
鈴
木
惣

太
郎
は
、
今
回
の
遠
征
の
狙
い
は
、
「
【
日
本
職
業
野
球
団
来

る
！
】
」
と
セ
ン
セ
ー
シ
ヨ
ン
の
大
き
な
渦
を
捲
起
す
」
こ
と
に

よ
り
、
「
日
本
野
球
界
に
劃
時
代
的
進
出
を
促
し
、
更
に
米
国
職

業
野
球
界
に
も
革
命
を
も
た
ら
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
『
読
売
』
一
九
三
五
年
二
月
二
日
付
）
。
し
か
し
、
同
球
団
設
立

の
収
支
予
算
書
に
よ
る
と
、
第
一
回
の
ア
メ
リ
カ
遠
征
は
、
バ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
コ
ス
ー
ト
リ
ー
グ
の
諸
チ
ー
ム
と
の
試
合
に
よ
る
五

万
ド
ル
（
当
時
、
百
円
⊥
二
十
三
ド
ル
）
の
収
入
の
目
論
見
が
か

　
　
（
帥
）

け
ら
れ
た
。
遠
征
の
目
的
は
、
第
一
に
興
行
収
入
を
あ
げ
る
こ
と

で
あ
り
、
野
球
技
術
の
習
得
は
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
計
画
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
「
失
敗
の

原
因
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
我
々
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ロ
．

べ
ー
ス
・
ボ
ー
ル
経
営
の
実
情
に
通
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

と
、
鈴
木
惣
太
郎
が
回
顧
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
、
巨
人
軍
の

人
気
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
一
九
三
四
年
十
一
月
二
十
日
に
静

岡
で
行
わ
れ
た
第
二
回
日
米
野
球
第
八
試
合
の
時
、
べ
ー
ブ
．
ル

ー
ス
に
対
し
て
許
し
た
ヒ
ツ
ト
は
五
本
だ
け
で
、
一
対
零
の
成
績

で
惜
敗
し
た
沢
村
投
手
と
ロ
シ
ア
人
少
年
ス
タ
ル
ヒ
ン
投
手
を
人

気
を
呼
び
起
こ
す
材
料
と
し
て
、
大
い
に
宣
伝
し
た
（
『
べ
ー

ス
・
ボ
ー
ル
』
一
九
三
五
年
六
月
号
を
参
照
）
。
、
ミ
ヅ
シ
ヨ
ン
ス
、

シ
ー
ル
ズ
、
ハ
リ
ウ
ツ
ド
な
ど
の
数
少
な
い
コ
ー
ス
ト
リ
ー
グ
の

チ
ー
ム
を
除
き
、
巨
人
軍
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
は
、
日
系
人

な
ど
の
弱
い
チ
ー
ム
と
試
合
し
、
百
十
試
合
七
十
五
勝
三
十
四
敗

一
分
で
、
勝
率
六
割
八
分
七
厘
と
い
う
成
績
を
残
し
た
こ
と
は
何
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も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
読
売
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
七
月
十
七
日
ま
で
の
間
に
、
約
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

十
本
以
上
の
「
巨
人
軍
遠
征
」
の
特
電
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、

「
米
国
遠
征
座
談
会
」
の
内
容
を
十
二
回
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

版
の
ト
ソ
プ
記
事
と
し
て
連
載
し
た
（
七
月
十
九
日
か
ら
三
十
日

ま
で
）
。
同
時
に
、
巨
人
軍
を
A
K
（
現
在
の
N
H
K
）
の
電
波

に
乗
せ
、
「
凱
旋
報
告
」
を
行
わ
せ
た
。
そ
の
後
、
目
本
国
内
で

の
巨
人
軍
の
試
合
に
つ
い
て
も
、
大
い
に
報
じ
た
。
第
二
回
ア
メ

リ
カ
遠
征
を
始
め
る
前
に
、
読
売
は
、
巨
人
軍
が
「
大
リ
i
グ
と

対
戦
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
大
宣
伝
し
た
が
、
実
際
に
は
一
九
三

六
年
六
月
八
日
付
の
読
売
紙
上
で
掲
載
さ
れ
た
「
第
二
回
米
国
遠

征
巨
人
軍
勝
負
戦
績
」
を
見
る
と
、
大
リ
ー
グ
と
の
試
合
は
全
く

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
紙
は
、
当
時
、
排
日
本
場
と

言
わ
れ
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ツ
ク
ス
で
、
そ
の
代
表
チ
ー
ム
を

降
し
た
巨
人
軍
を
英
雄
と
し
て
仕
立
て
あ
げ
た
（
『
読
売
』
一
九

三
六
年
六
月
九
日
付
）
。

　
一
方
、
東
京
朝
日
は
、
巨
人
軍
の
第
一
回
渡
米
遠
征
に
関
し
、

連
合
通
信
の
配
信
四
十
七
本
、
電
通
の
配
信
一
本
、
合
計
四
十
八

本
の
関
連
記
事
を
掲
載
し
た
。
二
月
二
十
七
日
付
の
記
事
の
中
で
、

ハ
リ
ウ
ソ
ド
と
の
試
合
は
チ
ャ
ヅ
プ
リ
ン
な
ど
の
ス
タ
ー
が
見
物
、

声
援
に
来
る
予
定
で
あ
る
と
報
道
し
た
。
更
に
三
月
一
日
付
の
記

事
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
巨
人
軍
は
「
旅
装
を
解

く
暇
も
な
く
直
ち
に
シ
ー
ル
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
ア
ム
に
最
初
の
練
習

を
行
っ
た
。
選
手
一
同
は
長
航
海
の
疲
労
を
見
せ
ず
、
素
晴
ら
し

い
元
気
で
フ
ァ
ン
を
喜
ぱ
せ
た
」
と
讃
え
た
。

　
ア
メ
リ
カ
遠
征
を
経
て
、
巨
人
軍
は
、
日
本
国
内
の
鉄
道
チ
ー

ム
な
ど
を
相
手
に
四
十
試
合
を
行
う
た
が
、
東
京
朝
日
の
報
道
は

わ
ず
か
五
本
の
短
い
記
事
で
あ
っ
た
。
更
に
巨
人
軍
の
第
二
回
渡

米
遠
征
に
対
し
、
一
九
三
五
年
十
二
月
か
ら
一
九
三
六
年
五
月
ま

で
の
間
に
、
東
京
朝
日
は
、
二
十
八
本
の
記
事
を
掲
載
し
た
も
の

の
、
そ
の
記
事
の
長
さ
は
第
一
回
よ
り
か
な
り
短
く
な
り
、
巨
人

軍
に
対
す
る
報
遣
の
熱
意
は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
た
。

三
　
学
生
野
球
と
輿
行
野
球
の
論
争

　
1
、
プ
ロ
野
球
に
対
す
る
東
京
朝
日
の
態
度
の
転
換
と
読
売
の

　
　
　
反
論

　
一
九
三
五
年
十
月
二
十
二
日
、
東
京
朝
日
は
、
国
民
新
聞
、
新

愛
知
新
聞
、
阪
神
電
鉄
の
三
社
が
近
く
職
業
野
球
チ
ー
ム
を
設
立

す
る
と
報
じ
、
「
愈
々
職
業
野
球
時
代
」
に
入
り
、
「
今
秋
末
の
球

界
は
一
層
の
賑
や
か
さ
を
期
待
さ
れ
る
に
至
っ
た
」
と
評
し
た
。
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し
か
し
、
巨
人
軍
の
第
二
回
渡
米
遠
征
に
関
す
る
報
道
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
プ
ロ
野
球
に
対
す
る
東
京
朝
日
の
見
方
が
次
第
に

厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
六
年
三
月
十
五
日

か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
、
同
紙
運
動
部
の
飛
田
穂
州
の
「
興
行
野

球
と
学
生
野
球
」
と
い
う
評
論
を
、
ス
ポ
ー
ツ
版
の
ト
ツ
プ
記
事

　
　
　
　
　
（
刎
）

と
し
て
掲
載
し
た
。
飛
田
は
、
名
指
し
で
な
い
も
の
の
、
巨
人
軍

が
渡
米
し
た
際
の
オ
ド
ー
ル
の
伝
授
し
た
興
行
方
策
を
姐
上
に
の

せ
た
。
彼
は
、
打
者
が
打
席
に
入
る
前
に
、
審
判
者
に
正
し
く
挨

拶
す
る
こ
と
や
、
守
備
に
つ
く
前
、
攻
撃
に
入
る
前
に
、
ベ
ン
チ

の
前
方
で
、
円
陣
を
造
っ
て
作
戦
を
練
る
光
景
や
、
漢
字
で
背
番

号
を
つ
け
る
こ
と
及
び
塁
を
出
た
ら
「
只
我
武
者
羅
に
塁
か
ら
塁

を
暴
れ
回
る
」
こ
と
な
ど
、
オ
ド
ー
ル
の
「
見
世
物
式
た
れ
」
と

い
う
言
葉
を
引
っ
張
り
出
し
て
紹
介
し
た
。
彼
は
、
「
オ
ド
ー
ル

の
伝
授
に
か
か
る
興
行
政
策
は
米
国
で
は
多
少
の
人
気
を
獲
得
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
内
地
で
は
当
て
は
ま
ら
な
い
」
と
指
摘
し

た
上
で
、
次
の
よ
う
な
論
断
を
下
し
た
。

　
一
、
プ
ロ
野
球
は
商
売
人
の
見
世
物
式
野
球
で
あ
り
、
「
斜
道

的
野
球
」
で
あ
り
、
「
興
行
野
球
の
発
生
は
日
本
野
球
界
に
好
影

響
を
与
え
な
い
」
こ
と
。

　
二
、
正
統
日
本
野
球
は
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
で
あ
り
、
「
学
生
野

球
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
」
、
「
殊
に
日
本
野
球
の
精
華
で
あ
る
中

等
野
球
な
ど
を
愈
々
愛
護
発
達
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
。

　
飛
田
の
批
判
に
対
し
、
巨
人
軍
専
務
市
岡
忠
男
は
、
一
九
三
六

年
三
月
二
十
八
、
二
十
九
日
付
の
読
売
紙
上
で
「
球
界
の
暴
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

駁
す
」
と
い
う
一
文
に
よ
り
、
反
論
を
行
っ
た
。

　
「
学
生
野
球
の
弊
害
を
蔓
除
す
る
た
め
に
は
、
職
業
野
球
の
台

頭
以
外
に
途
は
な
く
、
現
在
以
上
に
進
歩
せ
る
技
術
見
ん
と
欲
せ

ぱ
、
こ
こ
に
も
ま
た
職
業
野
球
以
外
に
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

我
々
職
業
野
球
に
志
す
も
の
は
、
こ
こ
に
刮
目
し
て
、
【
日
本
の

真
の
野
球
】
を
築
き
上
げ
、
【
野
球
の
真
髄
】
を
伝
え
、
以
て
何

百
万
フ
ァ
ン
の
期
待
と
満
足
を
得
た
い
」
と
い
う
理
想
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
・
「
大
和
魂
を
打
ち
込
む
独
特
の
【
日
本
式
野
球
】
」
で

あ
る
職
業
野
球
の
目
指
す
も
の
は
「
躍
進
帝
国
」
の
使
命
を
担
う

世
界
野
球
の
争
覇
で
あ
る
と
自
賛
し
た
。

　
2
、
論
争
の
裏
事
情

　
見
世
物
式
野
球
を
や
っ
た
こ
と
を
理
由
に
東
京
朝
日
が
プ
ロ
野

球
に
対
す
る
考
え
方
を
転
換
し
た
と
い
う
の
は
少
々
ナ
イ
ー
ブ
な

解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
菓
京
朝
日
が
こ
の
評
論
を
発
表
し
た
頃
、

正
力
松
太
郎
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
新
聞
社
系
の
巨
人
軍
、
大
東

京
、
名
古
屋
、
金
鱗
軍
及
び
私
鉄
系
の
タ
イ
ガ
ー
ス
、
セ
ネ
タ
ー
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ス
、
阪
急
、
以
上
七
つ
の
球
団
が
既
に
リ
ー
グ
の
設
立
作
業
を
進

め
、
一
九
三
六
年
四
月
に
、
日
本
職
業
野
球
連
盟
を
設
立
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
巨
人
軍
の
一
チ
ー
ム
だ
け
な
ら
、
日
本
初
の
プ

ロ
野
球
球
団
・
日
本
運
動
協
会
（
の
ち
の
宝
塚
運
動
協
会
）
の
よ

う
に
自
己
消
滅
の
運
命
を
辿
る
可
能
性
が
大
き
－
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
一
つ
の
野
球
リ
ー
グ
と
な
る
と
、
簡
単
に
潰
れ
る
は
ず
は
な

く
、
プ
ロ
野
球
の
新
聞
拡
販
の
材
料
と
し
て
の
脅
威
は
、
目
に
見

え
て
大
き
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
新
聞
研
究
所
の
『
日
本
新
聞
年
鑑
昭
和
十
年
版
』
の
な
か
の
読

売
に
つ
い
て
の
論
述
は
、
同
紙
の
巨
人
軍
創
設
の
戦
略
を
は
づ
き

り
指
摘
し
て
い
る
。
「
読
売
新
聞
の
躍
進
は
い
や
し
く
も
新
聞
経

営
に
志
す
者
の
特
に
研
究
す
べ
き
事
象
た
る
を
失
わ
ぬ
。
五
、
六

年
前
、
漸
く
、
東
京
七
紙
の
仲
問
入
り
を
為
し
得
た
か
に
見
え
た

読
売
は
八
年
（
一
九
三
三
年
、
筆
者
注
）
の
新
聞
部
数
七
十
二
万

六
千
部
の
実
現
に
拍
車
を
か
け
て
、
九
年
一
月
に
は
市
内
四
十
万
、

地
方
六
十
万
、
併
せ
て
百
万
突
破
の
新
目
標
を
立
て
た
同
年
末
の

拡
張
戦
に
お
い
て
は
、
東
朝
、
東
日
を
向
か
う
に
回
し
て
、
飽
く

ま
で
百
万
突
破
の
大
戦
争
を
演
じ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
攻
め
道
具

と
し
て
の
日
本
職
業
野
球
会
社
の
創
設
、
米
国
職
業
野
球
団
の
招

聴
、
．
新
鋭
飛
行
機
の
購
入
、
そ
の
他
編
集
上
か
ら
読
者
大
衆
の
心

持
ち
を
掘
ん
で
離
さ
ざ
る
に
努
め
て
い
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、

こ
の
論
争
の
裏
側
に
は
、
実
に
新
聞
社
間
の
凄
ま
じ
い
販
売
競
争

が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
読
売
は
朝
刊
の
み
の
併
読
紙
で
あ
っ
た
頃
、
地
方
に
お
け
る
販

売
は
東
京
朝
日
系
、
菓
日
系
の
販
売
店
に
頼
っ
て
い
た
経
緯
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
夕
刊
を
発
行
し
、
主
読
紙
と
し
て
進
め
て
い
く

に
は
自
前
の
販
売
網
が
必
要
で
あ
っ
た
。
読
売
は
、
東
京
朝
日
系

販
売
店
主
が
本
社
か
ら
独
立
経
営
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
旧
体
質

の
隙
を
突
い
て
、
そ
の
有
力
店
主
を
次
々
に
引
き
抜
き
、
関
東
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

に
強
カ
な
専
売
網
を
築
き
あ
げ
た
。
さ
ら
に
読
売
は
、
戦
前
、
社

告
に
よ
り
、
自
社
主
催
の
プ
ロ
野
球
試
合
の
入
場
券
を
八
回
ほ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳩
）

「
愛
読
者
五
割
引
」
と
い
う
形
で
、
ば
ら
ま
い
た
。
東
京
朝
日
が

こ
の
論
争
を
仕
掛
け
た
本
当
の
目
的
は
、
読
売
の
販
売
拡
張
の
材

料
に
な
り
う
る
職
業
野
球
リ
ー
グ
の
誕
生
を
阻
止
し
、
そ
の
販
売

攻
勢
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
う
た
。

　
な
お
、
そ
の
後
の
東
京
朝
日
に
は
、
プ
ロ
野
球
に
つ
い
て
の
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

田
穂
州
の
論
述
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
プ

ロ
野
球
に
つ
い
て
の
論
評
は
、
こ
の
論
争
か
ら
終
戦
ま
で
の
約
九

年
間
に
、
僅
か
二
本
で
あ
う
た
。

　
そ
の
う
ち
、
一
本
は
久
保
田
高
行
が
執
筆
し
た
一
九
三
六
年
末
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の
「
本
年
の
野
球
界
回
顧
」
と
い
う
評
論
で
あ
う
た
。
久
保
田
は
、

こ
の
評
論
の
な
か
で
、
一
方
で
、
プ
ロ
野
球
の
技
術
を
讃
え
る
が
、

他
方
で
、
プ
ロ
野
球
の
経
営
は
「
肝
腎
の
経
済
的
に
惨
敗
を
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

し
」
、
「
甚
だ
悲
観
す
べ
き
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

ち
な
み
に
久
保
田
は
プ
ロ
野
球
の
理
解
者
と
し
て
、
頻
繁
に
プ
ロ

野
球
の
試
合
を
観
戦
し
、
沢
山
の
プ
ロ
野
球
試
合
評
述
を
書
き
、

束
京
朝
日
の
整
理
部
に
送
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
整
理
部
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

ス
ク
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
証
言
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
も
う
一
本
の
論
文
は
当
時
弘
前
高
校
教
授
久
野
真
吉
の

二
地
方
人
の
野
球
観
」
で
あ
っ
た
。
東
京
朝
日
は
、
こ
の
論
文

を
「
本
邦
球
界
の
組
織
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
我
が
球
界
の
将
来
進

む
べ
き
遣
を
指
示
」
す
る
「
好
論
文
」
と
し
て
掲
載
し
た
。
久
野

は
「
ス
ポ
ー
ツ
精
神
は
そ
れ
は
ど
技
術
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ざ
る
以
上
、
職
業
野
球
は
他
山
の
石
と
し
て
、
大
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

研
究
す
る
必
要
」
と
主
張
し
て
い
る
。

戦
前
の
プ
ロ
野
球
報
道
の
特
徴
と
読
売
の

読
者
層
の
特
殊
性

1
、
両
紙
の
プ
ロ
野
球
報
道
の
特
徴

ま
ず
、
野
球
報
遭
に
お
け
る
プ
ロ
野
球
の
新
聞
報
遭
に
つ
い
て
、

一
九
三
九
年
の
各
月
の
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
五
日
間
の
ス
ポ
ー

ツ
版
記
事
を
材
料
と
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
結
果
は
、
表

2
の
通
り
で
あ
る
。
記
事
の
量
か
ら
見
る
と
、
東
京
朝
日
の
方
は
、

自
社
主
催
の
夏
の
甲
子
園
中
等
野
球
大
会
に
つ
い
て
、
読
売
新
聞

よ
り
約
九
倍
多
く
、
六
月
と
い
う
早
い
段
階
に
中
等
野
球
関
連
記

事
を
掲
載
し
始
め
た
。
一
方
、
プ
ロ
野
球
報
道
に
お
い
て
は
、
東

京
朝
日
と
読
売
の
両
紙
は
五
百
二
十
六
行
対
九
千
二
百
七
十
九
行

と
い
う
雲
泥
の
差
を
見
せ
、
プ
ロ
野
球
の
こ
と
な
ら
、
何
で
も
報

道
す
る
読
売
に
対
し
、
東
京
朝
日
の
方
は
、
試
合
結
果
中
心
の
報

道
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
京
六
大
学
野
球
に
つ
い
て
の
報
道
で
も
、

三
千
四
百
五
十
六
行
対
二
千
八
百
十
八
行
で
、
読
売
は
東
京
朝
日

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　
次
に
東
京
日
日
（
毎
日
新
聞
）
を
加
え
て
、
一
九
三
六
年
か
ら

一
九
四
一
年
ま
で
の
各
年
六
月
の
一
ヵ
月
間
に
こ
の
三
紙
が
報
道

し
た
プ
ロ
野
球
記
事
に
つ
い
て
、
紙
面
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結

果
は
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
内
容
か
ら
み
る
と
、
東
京
朝
日
の
記

事
の
ほ
と
ん
ど
は
や
は
り
試
合
の
結
果
（
時
に
ス
コ
ア
も
掲
載
）

だ
け
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
東
京
日
日
の
場
合
は
、
東
京
で
の

試
合
を
や
や
詳
し
く
報
道
し
、
束
京
朝
日
よ
り
多
少
多
く
掲
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
年
を
追
う
ご
と
に
そ
の
報
道
量
が
徐
々
に
増
え
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　　　　　　　　　　　　表2　1939年野球報道状況

　　説明：1・記事量の単位は行（表3，表4も同じ）．

　　　　2－1939年の毎月1日から5日までの野球記事を分析対象とするが，1月，

　　　　　　4月・7月には休刊日があり，○実数は4日間の記事とした．

　　　　3一なお，表のなかに表示されていない他の野球記事の量は次の通りであ

　　　　　　る．東都五大＝読売593行，東朝453行；中等選抜＝読売364行，東

　　　　　　朝239行；アメリカ大リーグ＝読売287行，東朝64行；関西六大学な

　　　　　　ど三読売170行，東朝46行．

貿｛二：藁裏菱桑貴志；蟹柔三毒亨署琴葦喬

非一阪れ阪（カミ　球前ラ所’表道引な’相が
常流朝にに現　国団にツ蔵財4姿きるそ変見
長管旦奪｛奮秦果嘉淳ζ芝要萎蒙讐く七乞鳥
かい大の工東娯名つる範プ人照顕・他・ずる

つ尿あ日い　と愛あ報る事博　て偏を連断読
289

ブ　ロ　野球 東京六大学野球 中等野球
月

呈士　　　　＝』団厄　　ケo

東京朝日 …士　　　　圭日冗　　フi＝

東京朝日 …±　　　　＝一記冗　　フロ

東京朝日

1 780 14

2 244 11 30 81

3 1，023 46 578 222

4 1，384 191 170 311

5 999 48 424 463

6 1，420 52 1，052 444 28

7 260 6 133 20 112 705

8 977 29 94 42 107 1，209

9 196 O 787 1，045

10 810 56 173 168

11 747 51

12 889 36 15 22

合計 9，279 526 3，456 2，818 219 1，942
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　　　ナ・　　　　　表3戦前プロ野球記事掲載状況

~F~ ~~r:, A ~* d= ~~~ 70 ~:~:~Q El ~:~~CE] EI 

1936. 6 12 3,081 24 16 

37. 6' 62 4,392 247 91 

38. 6 50 2,901 150 90 

39. 6 30 3,029 1 23 34 

40. 6 47 1,759 1 28 286 

41. 6 30 1,165 8
 

398 
~
+
 
A
 
~
 
~
 
I
:
:
]
 

23 1 16,327 680 915 

説明：試合のスコァ・ブックは計算に含めず

　　　（表4も同じ）、

た
。
以
上
が
戦
前
の
プ
ロ
野
球
報
道
の
特
徴
で
あ
る
。

　
2
、
読
売
の
読
者
層
の
特
殊
性

　
プ
ロ
野
球
が
読
売
の
後
押
し
で
で
き
た
ゆ
え
に
、
プ
ロ
野
球
の

記
事
は
読
売
の
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
重
要
な
位
置
を
占
め
、
ス
ポ
ー

ツ
版
に
お
い
て
、
完
全
に
プ
ロ
野
球
尽
く
し
で
あ
う
た
。
一
九
四

二
年
八
月
の
東
大
新
闘
研
究
室
に
よ
る
東
京
府
立
一
中
生
を
対
象

と
し
た
新
聞
閲
読
調
査
（
サ
ン
プ
ル
千
百
八
十
四
人
）
で
、
少
年

た
ち
の
新
聞
閲
読
志
向
と
ス
ポ
ー
ツ
記
事
と
の
関
連
性
は
明
ら
か

麦4読売の巨人軍記事掲載状況

隼　月1936，6 巨人軍関連　2．173 他の球団関連　　908’

37．6 1，178 3，214

38．6 773 2，128

39．6 960 2，069

40．6 628 1，131

41．6 321 844

合計 6ρ33 10，294

　
　
　
　
○

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
読
み
た
い
が
、
あ
ま

り
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
記
事
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
一
五
％

（
順
位
一
位
）
の
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
記
事
を
あ
げ
た
［
二
位
■
科

学
欄
一
〇
％
、
三
位
1
－
世
界
情
勢
と
戦
争
ニ
ュ
ー
ス
七
％
］
、
と

㌧
飛
。
こ
こ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
記
事
が
少
年
た
ち
に
と
つ
て
、
い
か

に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

　
同
じ
く
東
大
新
聞
研
究
室
の
も
う
一
つ
の
新
聞
購
読
調
査
は
二

万
一
千
百
九
十
二
人
の
壮
丁
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
戦
前
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

少
な
い
貴
重
な
読
者
層
研
究
資
料
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
閲

読
記
事
順
位
に
つ
い
て
、
第
一
に
読
む
も
の
は
社
会
1
－
八
千
九
百

290



（53）巨人軍の創設とプロ野球報道に関する一考察

　　　　　　　　表5購読理由記事別の新聞の読者数

新　聞 スポーツ記事 政治記事 社会記事 学芸言己事
…±　　　＝一ヨ冗　　フi＝ 203 18 43 136

東　朝 56 86 64 31

東　日 46 95 113 4

報　知 20 12 15 4

時　事 12 20 15 6

国　民 4 1 4 2
都 4 3 4 11

中　外 1 2 1 1

合　計 349 237 259 195

説明11一調査人数21，192人．そのうち，各紙の購読者の数は，次の通り

　　　である．
　　　読売＝2，605人，東朝＝5，168人，東日芒6，324人，

　　　報知三1，625人，時事三1，318人，国民＝282人，

　　　都＝498人，中外＝422人、

　　2一表の中の数字は実数．

　　3・東京大学文学部新聞研究室『新聞研究室第六回研究報告』

　　　（1942年10月）より作成．

公ジの及
平　ヤ比び以
な　i較プ上
態ナを　口　の
度リ試野内
をズみ球容
示ムて報に
しはみ遣よ
た　’たに　り
のプ結つ　’
で口果い巨
あ野　’て人
る球次　’軍
○にの読誕
読対結売生
売し論との
がてが東歴
全極得京史
面めら朝的
的てれ日経
に不たと緯
291

お

わ

り

に

実他な者ま告社ま十会第11五
でのどをりは会り二11二二十
あ新の獲’’’’人四に千七
る聞軟得東更政ス’千読九人
（に派し京に治ポ経五む十’
表な記た朝次に1済百も五政
墓義雲差屋㌘警品⊥手竃へ甲
参者売の政う第事千四政経四
壁層り’治な三は九人治済千
。を物読な知位読百’ll＾六
　獲に売ど見に者八ス五干百
　得しは．のをあの十ポ千百二
　して’硬提つ閲二1四八十
　て　ス丞示た読人ツ百十七
　い墓ポ記し。順でl1八五人
　た只1事てこ位あ二十人’　と朝ツにいのにつ千七でス
　い日’よる調おた九人あポ
　う及学り。査い。百’り1　事び芸読つ報てつ八社’ツ
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巨
人
軍
を
バ
ツ
ク
・
ア
ツ
プ
し
た
の
は
、
プ
ロ
野
球
と
い
う
シ
ン

ボ
ル
を
通
し
て
、
自
社
の
新
聞
拡
販
の
た
め
の
企
業
戦
略
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
朝
日
は
冷
静
さ
を
欠
如
し
、
読
売
の

拡
張
攻
勢
に
よ
り
自
社
の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
と
察
す
る
と
、
す

ぐ
さ
ま
非
難
に
転
じ
、
巨
人
軍
に
対
す
る
態
度
を
プ
ロ
野
球
の
全

体
に
ま
で
押
し
付
け
た
。
読
売
と
の
対
立
と
い
う
意
味
か
ら
プ
ロ

野
球
報
道
を
極
端
に
押
さ
え
た
結
果
、
ま
す
ま
す
巨
人
軍
の
存
在

を
他
の
球
団
か
ら
突
出
さ
せ
る
と
い
う
逆
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

読
売
の
巨
人
軍
戦
略
が
日
本
プ
ロ
野
球
の
。
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
発
展

の
体
質
を
つ
く
っ
た
最
も
重
要
な
原
因
と
言
え
る
が
、
東
京
朝
日

が
果
た
し
た
役
割
も
決
し
て
小
さ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
掲
げ
る
読
者
本
位
の
報
道
姿
勢
は
、
全
く
な
い

で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
企
業
の
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ソ
ク
な
姿
勢
は
、

プ
ロ
野
球
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
の
上
に
、
著
し

く
反
映
さ
れ
た
。

（
1
）
　
高
津
勝
『
日
本
近
代
ス
ポ
ー
ツ
史
の
底
流
』
一
九
九
四
年
、
創

　
文
企
画
、
二
四
〇
頁
。

（
2
）
　
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
二
九
年
八
月
二
十
二
日
付
。

（
3
）
　
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
二
九
年
八
月
十
九
、
二
十
、
二
十
四
、

　
二
十
六
日
付
、
に
詳
し
い
。

（
4
）
　
玉
野
浮
庵
「
職
業
野
球
団
の
解
剖
」
『
文
芸
審
秋
』
一
九
三
六

年
四
月
号
。

（
5
）
　
高
津
、
前
掲
書
、
二
四
一
頁
。

（
6
）
　
『
日
本
評
論
』
一
九
三
九
年
五
月
号
。

（
7
）
　
『
報
知
新
聞
』
一
九
一
三
年
十
月
二
日
付
。
同
紙
は
現
在
の
ス

　
ポ
ー
ツ
紙
の
報
知
新
聞
で
は
な
く
、
本
稿
の
中
の
「
報
知
」
も
同
じ
。

　
た
だ
、
同
紙
は
、
一
九
四
二
年
八
月
に
読
売
に
買
収
、
合
併
さ
れ
た

　
の
で
あ
る
。

（
8
）
高
津
、
前
掲
書
、
二
四
一
、
二
四
二
、
二
四
三
頁
を
参
照
。

（
9
）
　
『
東
京
朝
日
』
一
九
三
〇
年
八
月
一
日
付
。

（
1
0
）
　
『
東
京
朝
日
』
一
九
三
〇
年
八
月
八
日
付
。

（
u
）
虎
ノ
門
事
件
　
一
九
二
三
年
二
一
月
二
十
七
日
、
青
年
難
波
大

　
助
は
、
虎
ノ
門
付
近
を
通
過
し
た
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
の
車

　
列
に
発
砲
し
た
事
件
。
正
力
松
太
郎
　
一
八
八
五
年
生
、
一
九
六
九

　
年
没
。
富
山
県
出
身
、
東
大
卒
。
警
視
庁
警
務
部
長
在
任
中
、
虎
ノ

　
門
事
件
で
失
脚
。
の
ち
、
読
売
新
聞
を
買
収
し
た
。
戦
後
、
巣
鴨
刑

　
務
所
（
A
級
戦
犯
容
疑
）
を
出
所
後
、
日
本
テ
レ
ピ
社
長
、
会
長
、

　
読
売
社
主
に
務
め
、
衆
議
議
員
、
国
務
大
臣
な
ど
歴
任
。

（
1
2
）
赤
井
清
一
「
正
カ
松
太
郎
と
読
売
新
聞
」
『
経
済
往
来
』
一
九

　
三
五
年
三
月
号
。

（
1
3
）
正
力
松
太
郎
「
現
代
新
聞
論
」
『
経
済
往
来
』
一
九
三
五
年
七

　
月
号
。

（
1
4
）
有
山
輝
雄
「
正
力
松
太
郎
」
『
近
代
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
』

　
（
田
中
浩
編
、
一
九
八
七
年
、
お
茶
の
水
書
房
）
、
一
〇
六
六
頁
。

（
1
5
）
　
B
・
E
・
R
「
読
売
新
聞
は
ま
だ
伸
び
る
か
」
『
日
本
評
論
』
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一
九
三
七
年
三
月
号
。
B
・
E
・
R
の
実
名
が
不
明
。

（
蝸
）
　
新
聞
研
究
所
『
日
本
新
聞
年
鑑
昭
和
十
年
版
』
総
覧
編
、
三
六
、

　
三
七
頁
。

（
1
7
）
　
読
売
東
京
巨
人
軍
（
以
下
、
「
巨
人
軍
」
と
略
す
）
『
巨
人
軍
五

　
十
年
史
』
一
九
八
五
年
、
一
〇
八
頁
。

（
1
8
）
　
『
読
売
』
一
九
三
一
年
九
月
五
日
付
。

（
1
9
）
　
『
読
売
』
一
九
三
一
年
十
旦
二
十
日
付
。

（
2
0
）
　
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
十
一
月
十
八
日
付
。

（
2
1
）
　
太
田
四
州
　
一
八
七
九
年
生
、
一
九
四
〇
年
没
。
香
川
県
出
身
、

　
法
大
卒
。
読
売
、
国
民
新
聞
の
記
者
な
ど
歴
任
。

（
2
2
）
　
『
報
知
新
聞
』
一
九
三
一
年
十
一
月
二
十
七
日
付
。

（
2
3
）
　
巨
人
軍
、
前
掲
書
、
一
一
四
頁
。
小
林
＝
二
　
一
八
七
三
年
生
、

　
一
九
五
八
年
没
。
山
梨
県
出
身
、
慶
大
卒
。
阪
急
球
団
の
創
設
者
。

　
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
活
躍
し
た
日
本
有
数
の
財
界
人
で
も
あ

　
ウ
た
。

（
2
4
）
　
『
東
京
朝
日
』
一
九
＝
二
年
十
一
月
八
日
付
。

（
2
5
）
　
新
聞
研
究
所
『
新
聞
研
究
所
報
』
一
九
＝
二
年
九
月
十
八
日
付
。

（
2
6
）
　
山
川
建
『
野
球
統
制
の
話
」
一
九
三
二
年
、
文
部
省
。

（
2
7
）
　
『
読
売
』
一
九
三
四
年
一
月
六
日
付
を
参
照
。
今
日
の
「
マ
ル

　
チ
商
法
」
と
同
じ
意
昧
で
、
当
時
、
「
ネ
ズ
ミ
算
式
商
法
」
と
よ
ぱ

　
れ
、
「
四
人
の
新
規
読
者
勧
誘
で
一
円
、
後
は
努
力
せ
ず
に
百
円
、

　
千
円
に
も
」
、
「
見
知
ら
ぬ
何
百
人
が
貴
下
の
た
め
に
働
く
」
と
い
う
。

（
2
8
）
　
『
話
』
一
九
三
五
年
一
月
号
。

（
2
9
）
　
そ
の
次
は
都
新
聞
（
記
事
十
八
本
、
写
真
二
枚
）
で
あ
っ
た
。

筆
者
の
調
ぺ
に
よ
る
。

（
3
0
）
　
巨
人
軍
、
前
掲
書
、
二
二
五
頁
。

（
3
1
）
　
（
2
8
）
に
同
じ
。

（
3
2
）
　
（
1
6
）
に
同
じ
。

（
3
3
）
　
『
日
本
評
論
』
一
九
三
六
年
二
月
号
。

（
3
4
）
　
『
読
売
』
一
九
三
四
年
十
二
月
二
十
七
日
付
。

（
3
5
）
　
巨
人
軍
、
前
掲
書
、
一
四
七
頁
か
ら
一
六
二
頁
ま
で
を
参
照
。

（
3
6
）
　
（
3
5
）
に
同
じ
。

（
3
7
）
　
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
三
四
年
五
月
十
二
日
付
。

（
3
8
）
　
鈴
木
惣
太
郎
『
日
本
プ
ロ
野
球
外
史
」
一
九
七
六
年
、
べ
ー

　
ス
．
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
、
二
八
二
頁
。

（
3
9
）
　
筆
者
の
調
ぺ
よ
り
。

（
4
0
）
　
飛
田
穂
州
　
一
八
八
四
年
生
、
一
九
六
五
年
没
。
茨
城
県
出
身
、

　
早
大
卒
。
早
大
野
球
部
監
督
を
経
て
、
東
京
朝
日
入
社
、
い
わ
ゆ
る

　
精
神
野
球
の
提
唱
者
。

（
仙
）
市
岡
忠
男
　
一
八
九
一
年
生
、
一
九
六
四
年
没
。
岐
阜
県
出
身
、

　
早
大
卒
。
早
大
野
球
部
監
督
を
経
て
、
読
売
入
社
、
巨
人
軍
の
初
代

　
代
表
、
日
本
職
業
野
球
連
盟
理
事
長
な
ど
歴
任
。

（
4
2
）
　
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
の
新
聞
之
新
聞
の
関
連
記

　
事
を
参
照
し
た
。

（
4
3
）
　
筆
者
の
調
ぺ
よ
り
。

（
4
4
）
　
そ
の
後
、
飛
田
は
、
東
京
朝
日
紙
上
で
、
数
多
く
の
「
学
生
野

球
擁
護
」
論
文
を
発
表
し
、
一
九
三
七
年
三
月
に
は
東
京
六
大
学
野

球
連
盟
を
中
核
と
す
る
「
臼
本
学
生
野
球
統
制
団
体
」
案
を
提
唱
し
、

東
京
六
大
学
野
球
を
文
部
省
の
統
制
か
ら
免
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

失
敗
に
終
わ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
飛
田
の
狙
い
は
東
京
六
大
学
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野
球
を
当
時
の
日
本
の
野
球
界
に
お
け
る
メ
ジ
ャ
ー
的
地
位
を
温
存

　
さ
せ
、
プ
ロ
野
球
の
成
長
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ウ

　
た
と
思
わ
れ
る
。

（
4
5
）
　
『
東
京
朝
日
』
一
九
三
六
年
十
二
月
十
四
日
付
。
久
保
田
高
行

　
一
九
〇
三
年
生
、
一
九
八
二
年
没
。
東
京
府
出
身
、
早
大
卒
。
東
京

　
朝
日
記
者
、
野
球
評
論
家
。

（
4
6
）
　
『
野
球
界
』
一
九
三
八
年
二
月
号
。

（
4
7
）
　
『
東
京
朝
日
』
一
九
四
〇
年
三
月
二
十
七
、
二
十
八
日
付
を
参

　
照
。
（
4
8
）
　
東
大
文
学
部
新
聞
研
究
室
『
新
聞
研
究
室
第
五
回
研
究
報
告
』

　
一
九
四
二
年
八
月
。

（
4
9
）
　
東
大
文
学
部
新
聞
研
究
室
『
新
聞
研
究
室
第
六
回
研
究
報
告
』

　
一
九
四
二
年
十
月
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

294




